
現
在
、
流
通
や
保
存
方
法
の
発

達
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
食
生
活

は
豊
か
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食

材
が
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
食
品
の
生
産
地
か
ら

消
費
地
ま
で
の
距
離
が
離
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
農
薬
、

産
地
偽
装
表
示
な
ど
、
食
に
関
す

る
問
題
や
事
件
が
発
生
し
、
「
食

の
安
全
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
、
生
産
者
と
消
費

者
の
「
顔
が
見
え
な
い
」
関
係
か

ら
、
地
産
地
消
な
ど
に
よ
る
「
顔

の
見
え
る
」
安
心
安
全
の
食
材
が

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
「
い
き
い
き
七
尾

魚
」
や
「
能
登
牛
」
な
ど
が
ブ
ラ

ン
ド
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
各
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る

美
味
し
い
野
菜
や
、
機
能
性
の
優

れ
た
野
菜
、
地
域
に
適
し
た
野
菜

な
ど
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
産
地
化

を
目
指
す
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。

「
能
登
野
菜
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

昨
年
９
月
８
日
に
、
県
中
能
登

農
林
総
合
事
務
所
と
七
尾
市
、
中

能
登
町
、
能
登
わ
か
ば
農
業
協
同

組
合
、
生
産
者
に
よ
り
「
能
登
野

菜
育
成
七
尾
鹿
島
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
古
く
か
ら
栽
培

さ
れ
て
き
た
伝
統
農
産
物
「
中
島

菜
」
や
「
沢
野
ご
ぼ
う
」
、
地
域

振
興
品
目
で
あ
る
特
産
化
農
産
物

「
能
登
白
ね
ぎ
」
や
「
小
菊
か
ぼ

ち
ゃ
」
な
ど
11
品
目
を
「
能
登
野

菜
」
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

こ
の
「
能
登
野
菜
」
を
、
地
域

商
標
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
観

光
や
地
産
地
消
を
推
進
し
、
さ
ら

に
、
全
国
へ
流
通
を
拡
大
し
て
い

こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
能
登
野
菜
」
を
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
に
は
、
ま
ず
、
地
元
の
方
々

に
「
能
登
野
菜
」
の

よ
さ

を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

「
能
登
野
菜
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
能
登
野
菜
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

私
た
ち
が
、
普
通
に
食
べ
て
い
る
地
物
の
農
産
物
や
水
産
物
、
畜
産
物
、
こ
れ
ら
の
加
工
品
に
は
、
他
の

地
域
の
も
の
よ
り
美
味
し
い
も
の
や
、
他
の
地
域
に
は
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
新
た
に
産
地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
「
能
登
野
菜
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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